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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顕微鏡本体に着脱可能に装着され、該顕微鏡本体に装着された対物レンズから入射した
光束を反射させる中間鏡筒と、該中間鏡筒に着脱可能に装着され、前記中間鏡筒によって
反射された光束が入射する鏡筒とを備えた鏡筒装置において、
　前記中間鏡筒は、
　前記顕微鏡本体に装着され、前記対物レンズから入射した光束を反射させて第１の略水
平方向に折り返す第１の反射光学系と前記第１の略水平方向に折り返された光束をさらに
第２の略水平方向に折り返す第２の反射光学系とを備えた固定部と、
　該固定部に水平移動可能に装着され、前記第２の略水平方向に折り返された光束を反射
させて略垂直方向に折り返す反射部材を備えた水平移動部と、
　該水平移動部に昇降移動可能に装着され、略垂直方向に折り返された光束を前記鏡筒に
入射させる鉛直移動部と、
　を有し、
　前記鏡筒は、
　前記中間鏡筒に装着された鏡筒本体と、
　該鏡筒本体に回転可能に取り付けられ、接眼レンズが装着される回転移動部と、
　該回転移動部の回転軸に設けられ、前記回転移動部と連動し、前記回転移動部の回転角
度の二分の一だけ回転する反射部材と、
　を有することを特徴とする鏡筒装置。



(2) JP 5330194 B2 2013.10.30

10

20

30

40

50

【請求項２】
　前記中間鏡筒は、前記接眼レンズの光軸が水平方向に対して観察者側に下がるように傾
けた状態で装着される装着部を有することを特徴とする請求項１に記載の鏡筒装置。
【請求項３】
　前記回転移動部は、前記接眼レンズの光軸が水平方向に対して観察者側に下がる状態に
なるまで回転するように取り付けられたことを特徴とする請求項１または２に記載の鏡筒
装置。
【請求項４】
　顕微鏡本体と鏡筒との間に着脱可能に装着され、該顕微鏡本体に装着された対物レンズ
から入射した光束を反射させ、鏡筒に入射させる中間鏡筒装置において、
　前記顕微鏡本体に装着され、前記対物レンズから入射した光束を反射させて略水平方向
に折り返す反射光学系を備えた固定部と、
　該固定部に水平移動可能に装着され、略水平方向に折り返された光束を反射させて略垂
直方向に折り返す反射部材を備えた水平移動部と、
　該水平移動部に昇降移動可能に装着され、略垂直方向に折り返された光束を前記鏡筒に
入射させる鉛直移動部と、
　を備えたことを特徴とする中間鏡筒装置。
【請求項５】
　前記固定部は、
　前記対物レンズから入射した光束を結像させる第一リレーレンズと、
　該第一リレーレンズによって結像したリレー像を平行光束にする第二リレーレンズと、
　を備えたことを特徴とする請求項４に記載の中間鏡筒装置。
【請求項６】
　前記第一リレーレンズと前記第二リレーレンズとの間であって、前記第一リレーレンズ
の焦点面以外の位置に前記反射光学系を構成する少なくとも一つの反射部材を配設したこ
とを特徴とする請求項５に記載の中間鏡筒装置。
【請求項７】
　前記反射光学系は、四以上の反射部材で構成された像反転光学系であることを特徴とす
る請求項４～６のいずれか一つに記載の中間鏡筒装置。
【請求項８】
　前記固定部にガイド部材を設けるとともに、前記水平移動部に前記ガイド部材にガイド
される被ガイド部材を設けたことを特徴とする請求項４に記載の中間鏡筒装置。
【請求項９】
　前記水平移動部と前記鉛直移動部との間には、前記水平移動部または前記鉛直移動部の
いずれか一方に螺合され、回転させることにより軸方向に移動するネジを備えたことを特
徴とする請求項４に記載の中間鏡筒装置。
【請求項１０】
　前記水平移動部と前記鉛直移動部との間には、相互に対向するリンク棒が平行となるよ
うに連結され、前記鉛直移動部を昇降移動させるリンク機構を備えたことを特徴とする請
求項４に記載の中間鏡筒装置。
【請求項１１】
　前記水平移動部と前記鉛直移動部との間には、前記水平移動部または前記鉛直移動部の
いずれか一方に固定されたラックギアと、いずれか他方に回転可能に取り付けられたピニ
オンギアとを備えたことを特徴とする請求項４に記載の中間鏡筒装置。
【請求項１２】
　前記水平移動部と前記鉛直移動部とを連動させる連動機構を備えたことを特徴とする請
求項４～７のいずれか一つに記載の中間鏡筒装置。
【請求項１３】
　前記連動機構は、観察者の観察姿勢の変化により移動する眼の位置にアイポイントが追
従するように、前記水平移動部と前記鉛直移動部とを連動させることを特徴とする請求項
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１２に記載の中間鏡筒装置。 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、顕微鏡に適用される中間鏡筒装置および鏡筒装置並びに顕微鏡に関するもの
であって、より具体的には、顕微鏡本体と鏡筒との間に装着される中間鏡筒装置および顕
微鏡本体に装着される鏡筒装置並びに鏡筒装置が装着された顕微鏡に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　たとえば、病理診断において顕微鏡を用いて生体細胞や細胞片などの生物標本を観察す
る場合に、前かがみ姿勢をとる観察者もいれば、のけぞり姿勢を取る観察者もいる。また
、小柄な観察者もいれば、大柄な観察者もいる。さらに、疲労度合によって観察姿勢を変
更する観察者もいる。このため、観察者の観察姿勢、観察者の体格、疲労度合等、観察者
の要求に応じてアイポイントを調整できる顕微鏡が望まれている。
【０００３】
　図３９は、観察者に対して前後方向にアイポイントを調整できる顕微鏡を示したもので
ある。図３９に示す顕微鏡は、接眼レンズ８０および結像レンズ８１を保持する観察鏡筒
８２が、対物レンズ８３を保持する顕微鏡本体上で顕微鏡観察者に対して前後方向に往復
移動可能であり、その往復移動により結像レンズ８１の光軸位置が対物レンズ８３の光軸
位置の前方および後方に移動可能に構成されている。そして、対物レンズ８３と結像レン
ズ８１との間には、対物レンズ８３からの光を結像レンズ８１へ導くための反射光学系８
４，８５，８６が設けられている。
【０００４】
　この顕微鏡は、対物レンズ８３の光軸上に結像レンズ８１の光軸を合致させた状態を基
準状態とし、この基準状態で平均的な体型の顕微鏡観察者モデルに合わせて顕微鏡各部の
寸法を決定すれば、実際の観察者の体型に応じて観察鏡筒８２を基準状態の位置（対物レ
ンズ８３の光軸上に結像レンズ８１の光軸が合致する位置）より後方または奥方に移動さ
せることにより、アイポイントが調整される（たとえば、特許文献１参照）。
【０００５】
　図４０は、高さ方向にアイポイントを調整できる顕微鏡用鏡筒を示したものである。図
４０に示す顕微鏡用鏡筒は、顕微鏡本体（図示せず）に着脱可能な鏡筒本体９１と、高さ
方向（鉛直方向）に移動可能な移動鏡筒９２とを備えている。鏡筒本体９１には、顕微鏡
本体からの光束から鉛直方向に沿ったアフォーカル光束を生成する第１結像レンズ９３と
リレーレンズ９４とを含むアフォーカル光学系が設けられ、移動鏡筒９２には、アフォー
カル光束を接眼レンズ９０に導く第２結合レンズ９５を含む観察光学系が設けられている
。
【０００６】
　この顕微鏡用鏡筒を装着した顕微鏡は、第１結像レンズ９３で中間像を結んだ後、リレ
ーレンズ９４によりアフォーカル光束となり、さらに第２結合レンズ９５により接眼レン
ズ９０の像面に結像され、拡大像の目視観察がおこなわれる。そして、観察者が移動鏡筒
９２を高さ方向（鉛直方向）に移動させることにより、アイポイントが調整される（たと
えば、特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開平１１－７２７０８号公報
【特許文献２】特開２００６－２８２８３１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
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　しかしながら、上述した特許文献１に記載された顕微鏡は、アイポイントを顕微鏡観察
者に対して前後方向に調整できるが、高さ方向に調整できない。一方、上述した特許文献
２に記載された鏡筒が装着された顕微鏡は、アイポイントを高さ方向に調整できるが、ア
イポイントを顕微鏡観察者に対して前後方向に調整できない。したがって、特許文献１に
記載された顕微鏡、特許文献２に記載され鏡筒が装着された顕微鏡は、観察者の体格、観
察姿勢、疲労度合等、観察者の要求に応じてアイポイントを調整できない場合があった。
【０００９】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、観察者の体格、観察姿勢、疲労度合等
、観察者の要求に応じてアイポイントを調整できる中間鏡筒装置および鏡筒装置並びに鏡
筒装置が装着された顕微鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明の鏡筒装置は、顕微鏡本体に着
脱可能に装着され、該顕微鏡本体に装着された対物レンズから入射した光束を反射させる
中間鏡筒と、該中間鏡筒に着脱可能に装着され、前記中間鏡筒によって反射された光束が
入射する鏡筒とを備えた鏡筒装置において、前記中間鏡筒は、前記顕微鏡本体に装着され
、前記対物レンズから入射した光束を反射させて第１の略水平方向に折り返す第１の反射
光学系と前記第１の略水平方向に折り返された光束をさらに第２の略水平方向に折り返す
第２の反射光学系とを備えた固定部と、該固定部に水平移動可能に装着され、前記第２の
略水平方向に折り返された光束を反射させて略垂直方向に折り返す反射部材を備えた水平
移動部と、該水平移動部に昇降移動可能に装着され、略垂直方向に折り返された光束を前
記鏡筒に入射させる鉛直移動部とを有し、前記鏡筒は、中間鏡筒に装着された鏡筒本体と
、該鏡筒本体に回転可能に取り付けられ、接眼レンズが装着される回転移動部と、該回転
移動部の回転軸に設けられ、前記回転移動部と連動し、前記回転移動部の回転角度の二分
の一だけ回転する反射部材とを有することを特徴とする。 
【００１２】
　また、本発明の中間鏡筒装置は、顕微鏡本体と鏡筒との間に着脱可能に装着され、該顕
微鏡本体に装着された対物レンズから入射した光束を反射させ、鏡筒に入射させる中間鏡
筒装置において、前記顕微鏡本体に装着され、前記対物レンズから入射した光束を反射さ
せて略水平方向に折り返す反射光学系を備えた固定部と、該固定部に水平移動可能に装着
され、略水平方向に折り返された光束を反射させて略垂直方向に折り返す反射部材を備え
た水平移動部と、該水平移動部に昇降移動可能に装着され、略垂直方向に折り返された光
束を前記鏡筒に入射させる鉛直移動部とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明にかかる中間鏡筒装置は、水平方向に折り返された光束の進行方向を９０度変え
、光束を鉛直方向に折り返す反射光学系を備えた水平移動部が固定部に水平移動可能に装
着され、鉛直方向に折り返された光束を鏡筒に入射させる鉛直移動部が水平移動部に昇降
移動可能に装着されたので、観察者の体格、観察姿勢、疲労度合等、観察者の要求に応じ
てアイポイントを調整できる。
【００２５】
　本発明にかかる中間鏡筒装置は、観察者の観察姿勢の変化により移動する眼の位置にア
イポイントが追従するように、水平移動部と鉛直移動部とを連動させる連動機構を備えた
ので、水平移動部を移動させれば、観察者の眼の位置にアイポイントが追従するように鉛
直移動部が移動する。
【００２６】
　本発明にかかる鏡筒装置は、中間鏡筒が、対物レンズから入射した光束を反射させて略
水平方向に折り返す反射光学系を備えた固定部に水平移動可能に装着され、略水平方向に
折り返えされた光束を反射させて略垂直方向に折り返す反射部材を備えた水平移動部と、
水平移動部に昇降移動可能に装着され、略垂直方向に折り返された光束を鏡筒に入射させ
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る鉛直移動部とを有するとともに、鏡筒が、中間鏡筒に装着された鏡筒本体と、鏡筒本体
に回転可能に取り付けられ、接眼レンズが装着される回転移動部と、回転移動部の回転軸
に設けられ、回転移動部と連動して回転する反射部材とを有するので、観察者の体格、観
察姿勢、疲労度合等、観察者の要求に応じてアイポイントおよび俯角を調整できる。
【００２７】
　本発明にかかる顕微鏡は、顕微鏡本体が、手前下がりとなるように傾けて形成され、鏡
筒が装着される台座を有するとともに、前記鏡筒が、前記台座に装着される鏡筒本体と、
鏡筒本体に回転可能に取り付けられ、接眼レンズが装着される回転移動部と、回転移動部
の回転軸に設けられ、回転移動部と連動し、回転移動部の回転角度の二分の一だけ回転す
る反射部材とを有するので、観察者の体格、観察姿勢、疲労度合等、観察者の要求に応じ
てアイポイントおよび俯角を調整できる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１である中間鏡筒装置を適用した顕微鏡を示す概略
図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１である中間鏡筒装置の正面図である。
【図３】図３は、図２に示した中間鏡筒装置の断面図である。
【図４】図４は、図２に示す回転ハンドル挿通したネジの平面図である。
【図５】図５は、図４に示したネジの側面図である。
【図６】図６は、水平移動部を手前側に移動させるとともに、鉛直移動部を上方に移動さ
せた状態を示す中間鏡筒装置の断面図である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態１の変形例１である中間鏡筒装置の正面図である。
【図８】図８は、図７に示した中間鏡筒装置の断面図である。
【図９】図９は、鉛直移動部を上方に移動させた状態を示す中間鏡筒装置の断面図である
。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態１の変形例２である中間鏡筒装置の正面図であ
る。
【図１１】図１１は、図１０に示した中間鏡筒装置の断面図である。
【図１２】図１２は、鉛直移動部を上方に移動させた状態を示す中間鏡筒装置の断面図で
ある。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態１の変形例３である中間鏡筒装置の光学系を示
す側面概念図である。
【図１４】図１４は、図１３に示した固定部光学系を示す正面概念図である。
【図１５】図１５は、図１３に示した固定部光学系を示す平面概念図である。
【図１６】図１６は、本発明の実施の形態１の変形例４である中間鏡筒装置の光学系を示
す側面概念図である。
【図１７】図１７は、実施の形態１である中間鏡筒装置を装着した顕微鏡を小柄な観察者
が前かがみ姿勢で覗いている状態を示す図である。
【図１８】図１８は、実施の形態１である中間鏡筒装置を装着した顕微鏡を小柄な観察者
がのけぞり姿勢で覗いている状態を示す図である。
【図１９】図１９は、実施の形態１である中間鏡筒装置を装着した顕微鏡を大柄な観察者
が前かがみ姿勢で覗いている状態を示す図である。
【図２０】図２０は、実施の形態１である中間鏡筒装置を装着した顕微鏡を大柄な観察者
がのけぞり姿勢で覗いている状態を示す図である。
【図２１】図２１は、本発明の実施の形態２である中間鏡筒装置の断面図である。
【図２２】図２２は、図２１に示した中間鏡筒装置の断面図である。
【図２３】図２３は、図２１に示したカム板の正面図である。
【図２４】図２４は、水平移動部を手前側に移動させるとともに、鉛直移動部を上方に移
動させた状態を示す中間鏡筒装置の断面図である。
【図２５】図２５は、本発明の実施の形態２の変形例である中間鏡筒装置の正面図である
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。
【図２６】図２６は、図２５に示した中間鏡筒装置の断面図である。
【図２７】図２７は、図２５のＡ－Ａ方向からの矢視図である。
【図２８】図２８は、プーリと連動ビスとの関係を説明する説明図である。
【図２９】図２９は、プーリと連動ビスとの関係を説明する説明図である。
【図３０】図３０は、本発明の実施の形態３である鏡筒装置を適用した顕微鏡を示す概略
図である。
【図３１】図３１は、本発明の実施の形態３である鏡筒装置を構成する中間鏡筒の正面図
である。
【図３２】図３２は、本発明の実施の形態３である鏡筒装置の断面図である。
【図３３】図３３は、水平移動部に形成されたメスアリと昇降移動部に固定されたオスア
リとの関係を示す模式図（平面図）である。
【図３４】図３４は、水平移動部を手前側に移動させるとともに、昇降移動部を上方に移
動させた状態を示す鏡筒装置の断面図である。
【図３５】図３５は、本発明の実施の形態３の変形例である鏡筒装置を示す図である。
【図３６】図３６は、着座観察用の鏡筒を示す図である。
【図３７】図３７は、起立観察用の鏡筒を示す図である。
【図３８】図３８は、本発明の実施の形態４である顕微鏡を示す図である。
【図３９】図３９は、観察者に対して前後方向にアイポイントを調整できる顕微鏡を示し
た図である。
【図４０】図４０は、高さ方向にアイポイントを調整できる顕微鏡用鏡筒を示した図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下に添付図面を参照して、本発明に係る中間鏡筒装置の好適な実施の形態を詳細に説
明する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００３０】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１である中間鏡筒装置を適用した顕微鏡を示す概略図（側
面図）である。図１に示すように、顕微鏡は、顕微鏡本体１と、顕微鏡本体１に装着され
た本発明の実施の形態１である中間鏡筒装置２と、中間鏡筒装置２に装着された鏡筒６と
を備えている。
【００３１】
　顕微鏡本体１は、水平方向に延在するベース部１ａと、ベース部１ａの後部から鉛直方
向に延在する胴部１ｂと、胴部１ｂの上部から水平方向前方に延在するアーム部１ｃとを
有し、側面視コの字状を呈している。
【００３２】
　胴部１ｂの前面には、保持台１１が取り付けてある。保持台１１には、ステージ１２が
昇降可能に取り付けてある。ステージ１２は、上面が平坦であって、標本が入っているス
ライドガラスＳが載置できるようになっている。また、ステージ１２には、スライドガラ
スＳが落下しない程度の大きさの開口（透孔）（図示せず）が設けてあり、照明光が通過
するようになっている。そして、ステージ１２は、保持台１１に案内され、上面が水平を
維持した状態で昇降するようになっている。
【００３３】
　また、顕微鏡本体１の右側面であって、ベース部１ａと胴部１ｂとが交差する部位には
、焦準ハンドル１３が回転操作可能に取り付けてある。焦準ハンドル１３は、ステージ１
２を昇降させるためのもので、焦準ハンドル１３とステージ１２とは、顕微鏡本体１に内
蔵されたラックアンドピニオン機構（図示せず）により接続されている。したがって、焦
準ハンドル１３を回転操作すると、ラックアンドピニオン機構を介してステージ１２が昇
降するようになっている。
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【００３４】
　ベース部１ａの後部には、ランプハウス１４が取り付けてある。ランプハウス１４には
、光源１５が内蔵してあり、光源１５からベース部１ａの前方部に向けて光が出射するよ
うになっている。また、ベース部１ａの前方部内部には、ミラー１６が配設してあり、ベ
ース部１ａの前方部上面には、コンデンサ１７が配設してある。ミラー１６は、光源１５
から出射された光の進行方向を９０度変えるためのもので、進行方向が変えられた光は、
コンデンサ１７および開口を通ってステージ１２に載置された標本に照射されるようにな
っている。したがって、これら、ランプハウス１４（光源１５）、ミラー１６およびコン
デンサ１７は、照明光学系を構成することになる。
【００３５】
　アーム部１ｃの先端下面には、レボルバ１８が回転可能に取り付けてある。レボルバ１
８は、対物レンズ１９を切り換えるためのもので、複数の対物レンズ１９が装着可能とな
っており、レボルバ１８を回転させることにより、倍率等が異なる対物レンズ１９が選択
的に光軸上に配置されるようになっている。そして、対物レンズ１９を通過した光束（観
察像）は、平行光束となるようになっている。
【００３６】
　アーム部１ｃの先端上面には、本発明の実施の形態１である中間鏡筒装置２が着脱可能
に装着されている。実施の形態１である中間鏡筒装置２は、顕微鏡本体１（アーム部１ｃ
の先端上面）に着脱可能に装着されるとともに、鏡筒６が着脱可能に装着されるようにな
っており、標本から出射した観察像は、上述した対物レンズ１９を通った後、中間鏡筒装
置２、鏡筒６を通って、結像するようになっている。
【００３７】
　図２は、本発明の実施の形態１である中間鏡筒装置の正面図、図３は、図２に示した中
間鏡筒装置の断面図である。図２および図３に示すように、中間鏡筒装置２は、固定部３
、水平移動部４、鉛直移動部５を有している。固定部３は、顕微鏡本体１（アーム部１ｃ
の先端上面）に装着される部分であり、水平方向後方（図３において右方）に延在した後
、上方に延在している。
【００３８】
　固定部３の手前側下面（図３において左側下面）には、オス丸アリ３ａが設けてある。
オス丸アリ３ａは、顕微鏡本体１（アーム部１ｃの先端上面）に中間鏡筒装置２（固定部
３）を装着するためのもので、アーム部１ｃの先端に設けられたメス丸アリ（図示せず）
に嵌め込まれ、装着されている（図１参照）。そして、装着されたオス丸アリ３ａは図示
せぬビスで固定されている。
【００３９】
　図３に示すように、固定部３には、鉛直方向（図３において上下方向）に延在する第一
光路３ｂ１と、第一光路３ｂ１と交差し水平方向後方（図３において右方向）に延在する
第二光路３ｂ２と、第二光路３ｂ２と交差し鉛直方向（図３において上下方向）に延在す
る第三光路３ｂ３と、第三光路３ｂ３と交差し第二光路３ｂ２と平行（図３において左右
方向）に延在する第四光路３ｂ４とが形成してある。
【００４０】
　図３に示すように、第一光路３ｂ１の入射側端部には、結像レンズ３１を収容する収容
部３ｃが形成してある。収容部３ｃは、第一光路３ｂ１の光路径よりも大径であって、収
容部３ｃと第一光路３ｂ１との境界部分には段差が形成される。そして、収容部３ｃには
、結像レンズ（第一リレーレンズ）３１が収容され、接着剤により、固定してある。
【００４１】
　第一光路３ｂ１と第二光路３ｂ２とが交差する部位には、反射光学系を構成するミラー
（反射部材）３２が配設され、接着剤により、固定してある。ミラー３２は、第一光路３
ｂ１から入射した光束の進行方向を９０度変え、第二光路３ｂ２（水平方向）に折り返す
ようになっており、折り返された光束は、第二光路３ｂ２のほぼ中央となる結像位置Ｐで
結像されるようになっている。
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【００４２】
　また、第二光路３ｂ２と第三光路３ｂ３とが交差する部位には、反射光学系を構成する
ミラー（反射部材）３３が配設され、接着剤により、固定してある。ミラー３３は、第二
光路３ｂ２から入射した光束の進行方向を９０度変え、第三光路３ｂ３（垂直方向）に折
り返すようになっている。
【００４３】
　第三光路３ｂ３と第四光路３ｂ４とが交差する部位には、反射光学系を構成するミラー
（反射部材）３４が配設され、接着剤により、固定してある。ミラー３４は、第三光路３
ｂ３から入射した光束の進行方向を９０度変え、第四光路３ｂ４（第二光路３ｂ２と平行
）に折り返すようになっている。
【００４４】
　第四光路３ｂ４の出射側端部には、結像レンズ３５を収容する収容部３ｄが形成してあ
る。収容部３ｄは、第四光路３ｂ４の光路径よりも大径であって、収容部３ｄと第四光路
３ｂ４との境界部分には段差が形成される。そして、収容部３ｄには、結像レンズ（第二
リレーレンズ）３５が収容され、接着剤により、固定してある。そして、結像レンズ３５
を通過した光束は、再び、平行光束となるようになっている。
【００４５】
　また、固定部３の水平方向後方に延在する部位の上面には、正面視台形となる凹部を構
成するメスアリ（ガイド部材）３６がビス（図示せず）により固定してある。
【００４６】
　図２および図３に示すように、固定部３は、カバー３７によって囲繞してあり、ホコリ
の進入を阻止したり、外部からミラー３２，３３，３４へのアクセスを阻止したりするよ
うになっている。
【００４７】
　水平移動部４は、固定部３に水平移動可能に装着される部分であり、水平方向前方（図
３において左方）に延在している。水平移動部４の後側下面（図３において右側下面）に
は、正面視台形となる凸部を構成するオスアリ（被ガイド部材）４ａが形成してある。オ
スアリ４ａは、固定部３に固定されたメスアリ３６に嵌り、水平移動部４は、水平方向（
前後方向）に摺動し、移動するようになっている。
【００４８】
　水平移動部４には、水平方向（図３において左右方向）に延在する第五光路４ｂ５と、
第五光路４ｂ５と交差し鉛直方向（図３において上下方向）に延在する第六光路４ｂ６と
が形成してある。第五光路４ｂ５と第六光路４ｂ６とが交差する部位には、ミラー（反射
部材）４１が配設され、接着剤により、固定してある。ミラー４１は、第五光路４ｂ５か
ら入射した光束の進行方向を変え、第六光路４ｂ６（垂直方向）に折り返すようになって
おり、折り返された光束は、鉛直移動部５に入射するようになっている。
【００４９】
　また、水平移動部４の前部中央には、鉛直方向に延在するネジ穴４ｃが形成してあり、
このネジ穴４ｃには回転ハンドル４２とワッシャ４３を挿通したネジ４４が螺合するよう
になっている。
【００５０】
　図４は、図２に示す回転ハンドルを挿通したネジの平面図、図５は、図４に示したネジ
の側面図である。図４に示すように、回転ハンドル４２は、輪状を呈しており、ネジ４４
の軸方向に移動するようになっている（回転ハンドル４２はネジ４４に螺合していない）
。ワッシャ４３は、回転ハンドル４２の回転抵抗を減少させるためのもので、回転ハンド
ル４２と同様、輪状を呈しており、ネジ４４の軸方向に移動するようになっている。
【００５１】
　また、図５に示すように、ネジ４４の外周には、軸方向に沿って延在する溝４４ａが設
けてあり、図４に示すように、この溝４４ａに嵌るビス４５が回転ハンドル４２に設けて
ある。したがって、回転ハンドル４２を回すとビス４５と溝４４ａを介してネジ４４が回
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転し、ネジ４４が昇降する一方、回転ハンドル４２はその高さ位置を維持するようになっ
ている。
【００５２】
　ここで、本実施の形態１で用いるネジ４４は、ネジ４４の回転量に対して鉛直方向の移
動量が大きいものが好ましく、多条ネジ（たとえば、２条ネジ）を用いることとしている
。したがって、上述したネジ穴４ｃには多条ネジが螺合する多条のネジ溝を有することに
なる。また、図２に示すように、水平移動部４の前部、ネジ穴４ｃを境に対称となる位置
に鉛直方向に延在する一対の摺動穴４ｄ（一方の摺動穴４ｄのみ図示）が形成してある。
【００５３】
　図２および図３に示すように、水平移動部４は、カバー４６によって囲繞してある。カ
バー４６は、固定部３に向けて水平方向に延在しており、水平移動部４が前方に移動した
場合であっても、固定部３と水平移動部４との間にホコリが進入しないようになっている
。また、カバー４６は、鉛直移動部５に向けて鉛直方向に延在しており、回転ハンドル４
２の一部だけが露出するようになっている。
【００５４】
　また、図２に示すように、水平移動部４の右側面には、水平ハンドル４７が設けてある
。水平ハンドル４７は、水平移動部４を前後方向に移動させるためのもので、水平ハンド
ル４７を手前側に引くと水平移動部４が手前側に移動し、水平ハンドル４７を奥側に押す
と水平移動部４が奥側に移動するようになっている。
【００５５】
　図２および図３に示すように、鉛直移動部５は、水平移動部４に鉛直移動可能に装着さ
れる部分であり、直方体形状を呈している。また、図２に示すように、鉛直移動部５には
、一対のガイド棒５１（一方のガイド棒５１のみ図示）が固定してある。ガイド棒５１は
、水平移動部４に形成された摺動穴４ｄに摺動可能に嵌っており、鉛直移動部５は、鉛直
方向に摺動するようになっている。また、鉛直移動部５の前方部下面には、収容凹部５ａ
が設けてあり、鉛直移動部５の前方部上面には、収容凹部５ａに連通するザグリ穴５ｂが
設けてある。そして、ザグリ穴５ｂを挿通した段付ネジ５２がネジ４４の頭部に螺合して
おり、ネジ４４と鉛直移動部５とが一体となって昇降するようになっている。換言すると
、上述した回転ハンドル４２を回すことによりネジ４４を昇降させると、鉛直移動部５が
昇降するようになっている。
【００５６】
　図３に示すように、鉛直移動部５には、鉛直方向（図３において上下方向）に延在する
第七光路５ｃ７が形成してある。第七光路５ｃ７の出射側端部となる鉛直移動部の上面に
は、メス丸アリ５ｄが設けてあり、鏡筒６が装着可能となっている。
【００５７】
　図２および図３に示すように、鉛直移動部５は、カバー５３によって囲繞してある。こ
のカバー５３は、水平移動部４を囲繞するカバー４６と重なるように設けてあり、鉛直移
動部５を移動させた場合であっても、水平移動部４と鉛直移動部５との間にホコリが進入
しないようになっている。
【００５８】
　メス丸アリ５ｄに装着される鏡筒６の下面には、オス丸アリ（図示せず）が設けてあり
、メス丸アリに嵌め込まれ、鏡筒６は鉛直移動部に装着される（図１参照）。装着された
鏡筒６には、結像レンズ（図示せず）と接眼レンズ６１（図１参照）とが保持してあり、
結像レンズを通過した観察像は、接眼レンズ６１の内部で結像するようになっている。
【００５９】
　上述した実施の形態１である中間鏡筒装置２を顕微鏡本体１に装着するとともに、中間
鏡筒装置２に鏡筒６を装着した顕微鏡によれば、観察者が接眼レンズ６１を覗けば、標本
が観察されることになる。
【００６０】
　ここで、観察者の要求する位置にアイポイントが位置しない場合には、アイポイントを
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調整することになる。
【００６１】
　観察者に対して前後方向にアイポイントを調整したい場合には、水平ハンドル４７を手
前側に引くか、奥側に押せばよい。水平ハンドル４７を手前側に引けば、水平移動部４と
鉛直移動部５とが手前側に移動し、水平ハンドル４７を奥側に押せば、水平移動部４と鉛
直移動部５とが奥側に移動するので、水平移動部４と鉛直移動部５とを前後方向任意の位
置に移動させることができる（図６参照）。
【００６２】
　一方、高さ方向にアイポイントを調整したい場合には、回転ハンドル４２を回すことに
より、ネジ４４を上昇させるか、下降させればよい。ネジ４４を上昇させれば、鉛直移動
部５が上昇し、ネジ４４を下降させれば、鉛直移動部５が下降するので、鉛直移動部５を
高さ方向任意の位置に移動させることができる（図６参照）。
【００６３】
　このように、前後方向、高さ方向任意の位置にアイポイントを調整した後、焦準ハンド
ル１３を用いて焦準（ピント合わせ）することになる。なお、焦準ハンドル１３を用いて
焦準（ピント合わせ）した後、前後方向、高さ方向任意の位置にアイポイントを調整して
もよい。
【００６４】
　上述した実施の形態１である中間鏡筒装置２を適用した顕微鏡は、水平ハンドル４７を
手前側に引いたり、押したりすることにより、水平移動部４と鉛直移動部５とを移動させ
れば、アイポイントを前後方向任意の位置に調整することができ、回転ハンドル４２を回
転させることにより、鉛直移動部５を昇降させれば、アイポイントを高さ方向任意の位置
に調整できる。したがって、実施の形態１である中間鏡筒装置２を適用した顕微鏡は、観
察者の要求に応じて任意の位置にアイポイントを調整できる。
【００６５】
　また、第一光路３ｂ１と第二光路３ｂ２とが交差する部位にミラー４１を配設したため
、プリズムを配設する場合に較べて、反射部材（ミラー４１）から結像位置Ｐまでの距離
を大きくとることができる。また、ミラー４１から結像位置Ｐまでの距離を大きくとって
いるので、ミラー近傍で浮遊する光学系のゴミが観察像に影響しにくくなる。
【００６６】
　また、第一光路３ｂ１の入射側端部に結像レンズ（第一リレーレンズ）３１を固定し、
第一光路３ｂ１と第二光路３ｂ２とが交差する部位にミラー３２を配設することにより、
結像位置Ｐで結像させた後、第四光路３ｂ４の出射側端部に固定した結像レンズ（第二リ
レーレンズ）３５により、再度平行光束としているので、観察像のシェーディングを抑制
できる。
【００６７】
　また、水平移動部４および鉛直移動部５は、平行光束に沿った方向に移動するので、光
束が傾くことがなく、心ズレが発生することもない。
【００６８】
　さらに、実施の形態１である中間鏡筒装置２に、チルティング機能を有する鏡筒６を装
着すれば、俯視角を変更できるようになる。
【００６９】
　なお、上述した実施の形態１にかかる中間鏡筒装置２は、固定部３にメスアリ３６を固
定し、水平移動部４にオスアリ４ａを形成したが、リニアガイド等、水平移動部４の移動
精度を保証できるものであれば、任意の機構を採用してもよい。また、同様に、鉛直移動
部５の移動精度を保証できるものであれば、ガイド棒５１と摺動穴４ｄの組み合わせに限
らず、任意の機構を採用してもよい。
【００７０】
（実施の形態１の変形例１）
　つぎに、図７～図９を参照して、本発明の実施の形態１の変形例１である中間鏡筒装置
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１０２を説明する。なお、図７は、本発明の実施の形態１の変形例１である中間鏡筒装置
の正面図、図８は、図７に示した中間鏡筒装置の断面図であり、図９は、鉛直移動部を上
方に移動させた状態を示す中間鏡筒装置の断面図である。また、実施の形態１である中間
鏡筒装置２と同一の構成については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００７１】
　実施の形態１の変形例１である中間鏡筒装置１０２は、上述した実施の形態１である中
間鏡筒装置２において、水平移動部４にネジ穴４ｃを形成し、ネジ穴４ｃに回転ハンドル
４２とワッシャ４３を挿通したネジ４４を螺合させる代わりに、リンク機構を用いて鉛直
移動部１０５を移動させるようになっている。以下、具体的に説明する。
【００７２】
　図７および図８に示すように、水平移動部１０４と鉛直移動部１０５との間には、左右
一対となるリンク機構が設けてある。リンク機構は、鉛直移動部１０５を鉛直方向に移動
させるためのもので、一対となるリンクは、それぞれ同一の長さを有する四つのリンク棒
１４１，１４２，１４３，１４４により構成してある。そして、対向するリンク棒１４１
と１４４，１４２と１４３が相互に平行となるように、二つのリンク棒１４１，１４２が
水平移動部１０４に回動可能に取り付けてあり、二つのリンク棒１４３、１４４が鉛直移
動部１０５に回動可能に取り付けてある。さらに、水平移動部１０４に取り付けたリンク
棒１４１（１４２）と鉛直移動部１０５に取り付けられたリンク棒１４３（１４４）とは
、回動可能に連結されている。そして、水平移動部１０４に取り付けられたリンク棒１４
１（１４２）と鉛直移動部１０５に取り付けられたリンク棒１４３（１４４）の連結部は
、それぞれ軸１４５、１４６によって相互に接続されている。
【００７３】
　また、軸１４５と軸１４６とには、頭部が回転ハンドル１４７となる移動ネジ１４７ａ
が螺合しており、回転ハンドル１４７を一方向に回すと、軸１４５と軸１４６との間隔が
狭まることにより、鉛直移動部１０５が上昇し（図９参照）、回転ハンドル１４７を他方
向に回すと、軸１４５と軸１４６との間隔が拡がることにより、鉛直移動部１０５が下降
するようになっている。
【００７４】
　上述した実施の形態１の変形例１である中間鏡筒装置１０２を装着した顕微鏡において
、高さ方向にアイポイントを調整したい場合には、回転ハンドル１４７を回わせばよい。
回転ハンドル１４７を回すことにより、軸１４５と軸１４６との間隔が狭まれば、鉛直移
動部１０５が上昇し、軸１４５と軸１４６との間隔が拡がれば、鉛直移動部１０５が下降
するので、アイポイントを高さ方向任意の位置に調整できる。
【００７５】
（実施の形態１の変形例２）
　つぎに、図１０～図１２を参照して、本発明の実施の形態１の変形例２である中間鏡筒
装置２０２を説明する。なお、図１０は、本発明の実施の形態１の変形例２である中間鏡
筒装置の正面図、図１１は、図１０に示した中間鏡筒装置の断面図であり、図１２は、鉛
直移動部を上方に移動させた状態を示す中間鏡筒装置の断面図である。また、実施の形態
１である中間鏡筒装置２と同一の構成については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００７６】
　実施の形態１の変形例２である中間鏡筒装置２０２は、上述した実施の形態１である中
間鏡筒装置２において、水平移動部４にネジ穴４ｃを形成し、ネジ穴４ｃに回転ハンドル
４２とワッシャ４３を挿通したネジ４４を螺合させる代わりに、ラックアンドピニオン機
構を用いて鉛直移動部２０５を移動させるようになっている。以下、具体的に説明する。
【００７７】
　図１０および図１１に示すように、水平移動部２０４の前部中央には、鉛直方向に延在
するラック収容部２０４ｃが形成してある。ラック収容部２０４ｃは、後述するラックギ
ア２４４を収容する収容空間であって、ラックギア２４４が鉛直方向に摺動可能に収容さ
れるようになっている。
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【００７８】
　ラック収容部２０４ｃの前方には、ラック収容部２０４ｃに収容されたラックギア２４
４に噛合するピニオンギア２４３が回転可能に取り付けてあり、ピニオンギア２４３と同
一軸上であって、水平移動部２０４の外部に設けられた回転ハンドル２４２によって、回
転するようになっている。なお、回転ハンドル２４２には、皿ワッシャ、波ワッシャなど
により構成された重さだし機構（図示せず）が設けてあり、鉛直移動部２０５、鏡筒６、
接眼レンズ６１の自重によって鉛直移動部２０５が下降しないようになっている。
【００７９】
　鉛直移動部２０５の下面には、ラックギア２４４が取り付けてあり、ラックギア２４４
と鉛直移動部２０５とは一体となって昇降するようになっている。ラックギア２４４には
上述したピニオンギア２４３が噛合しており、上述した回転ハンドル２４２を回すことに
より、ピニオンギア２４３を回転させると、ラックギア２４４が昇降し、鉛直移動部２０
５を昇降させるようになっている。
【００８０】
　上述した実施の形態１の変形例２である中間鏡筒装置２０２を装着した顕微鏡において
、高さ方向にアイポイントを調整したい場合には、回転ハンドル２４２を回すことにより
、ピニオンギア２４３を回転させればよい。ピニオンギア２４３が回転すると、ラックギ
ア２４４が昇降し、鉛直移動部２０５を昇降させるので、図１１および図１２に示すよう
に、アイポイントを高さ方向任意の位置に移動させることができる。
【００８１】
（実施の形態１の変形例３）
　つぎに、図１３～図１５を参照して、本発明の実施の形態１の変形例３である中間鏡筒
装置３０２を説明する。なお、図１３は、本発明の実施の形態１の変形例３である中間鏡
筒装置の光学系を示す側面概念図、図１４は、図１３に示した固定部光学系を示す正面概
念図、図１５は、図１３に示した固定部光学系を示す平面概念図である。また、実施の形
態１である中間鏡筒装置２と同一の構成については、同一の符号を付して説明を省略する
。
【００８２】
　実施の形態１の変形例３である中間鏡筒装置３０２は、上述した実施の形態１である中
間鏡筒装置２において、固定部３にミラー（反射部材）３３，３４を配設する代わりに、
固定部３０３にミラー（反射部材）３２Ａ，３２Ｂ，３３Ａ，３３Ｂを配設するようにな
っている。以下、具体的に説明する。
【００８３】
　実施の形態１の変形例３である中間鏡筒装置３０２の固定部３０３には、第一光路３ｂ
１と交差し水平方向左方（図１４におい左右方向）に延在するＡ光路３ｂ２ａと、Ａ光路
３ｂ２ａと交差し水平方向後方（図１５において右方）に延在するＢ光路３ｂ２ｂと、Ｂ
光路３ｂ２ｂと交差しＡ光路３ｂ２ａと平行（図１５において上下方向）に延在するＣ光
路３ｂ２ｃとが形成してある。
【００８４】
　第一光路３ｂ１とＡ光路３ｂ２ａとが交差する部位には、ミラー（反射部材）３２Ａが
配設され、接着剤により、固定してある。ミラー３２Ａは、第一光路３ｂ１から入射した
光束の進行方向を９０度変え、Ａ光路３ｂ２ａに折り返すようになっている。
【００８５】
　Ａ光路３ｂ２ａとＢ光路３ｂ２ｂとが交差する部位には、ミラー（反射部材）３２Ｂが
配設され、接着剤により、固定してある。ミラー３２Ｂは、Ａ光路から入射した光束の進
行方向を９０度変え、Ｂ光路３ｂ２ｂに折り返すようになっており、折り返された光束は
、Ｂ光路３ｂ２ｂのほぼ中央となる結像位置Ｐで結像されるようになっている。
【００８６】
　Ｂ光路３ｂ２ｂとＣ光路３ｂ２ｃとが交差する部位には、ミラー（反射部材）３３Ａが
配設され、接着剤により、固定してある。ミラー３３ＡはＢ光路３ｂ２ｂから入射した光
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束の進行方向を９０度変え、Ｃ光路３ｂ２ｃに折り返すようになっている。
【００８７】
　Ｃ光路３ｂ２ｃと第三光路３ｂ３とが交差する部位には、ミラー（反射部材）３３Ｂが
配設され、接着剤により、固定してある。ミラー３３ＢはＣ光路３ｂ２ｃから入射した光
束の進行方向を９０度変え、第三光路３ｂ３に折り返すようになっている。
【００８８】
　上述した実施の形態１の変形例３である中間鏡筒装置は、ミラー３２Ａ、ミラー３２Ｂ
で反射した後、結像位置Ｐで結像する。そして、結像位置Ｐで結像した光束は、ミラー３
３Ａ、ミラー３３Ｂで反射する。
【００８９】
　そして、結像レンズ３１に入射した像は、ミラー３２Ａ、ミラー３２Ｂ、ミラー３３Ａ
、ミラー３３Ｂで反射した後、さらに、ミラー３４、結像レンズ３５を経由し、ミラー４
１で反射することにより、倒立像となる。
【００９０】
　上述した実施の形態１の変形例３である中間鏡筒装置３０２によれば、顕微鏡本体１と
鏡筒６との間に中間鏡筒装置３０２を装着するか否かによって観察像の向きが変わらない
。したがって、顕微鏡本体１と鏡筒６との間に実施の形態１の変形例３である中間鏡筒装
置３０２を装着しても観察者が混乱することがない。
【００９１】
（実施の形態１の変形例４）
　つぎに、図１６を参照して、本発明の実施の形態１の変形例４である中間鏡筒装置４０
２を説明する。なお、図１６は、本発明の実施の形態１の変形例４である中間鏡筒装置の
光学系を示す側面概念図である。また、実施の形態１である中間鏡筒装置と同一の構成に
ついては、同一の符号を付して説明を省略する。
【００９２】
　実施の形態１の変形例４である中間鏡筒装置は、上述した実施の形態１である中間鏡筒
装置において、結像レンズ３１、結像レンズ３５を用いることなく、固定部を構成するよ
うになっている。以下、具体的に説明する。
【００９３】
　実施の形態１の変形例４である中間鏡筒装置４０２の固定部４０３には、鉛直方向（図
１６において上下方向）に延在する第一光路３ｂ１と、第一光路３ｂ１と交差し水平方向
前方（図１６において左方）に延在する第四光路３ｂ４とが形成してある（実施の形態１
の結像レンズ３１、第二光路３ｂ２、第三光路３ｂ３、結像レンズ３５に該当する構成は
ない）。
【００９４】
　第一光路３ｂ１と第四光路３ｂ４とが交差する部位には、ミラー（反射部材）４３４が
配設され、接着剤に固定してある。ミラー４３４は、第一光路３ｂ１から入射した光束の
進行方向を９０度変え、第四光路３ｂ４に折り返すようになっている。
【００９５】
　上述した実施の形態１の変形例である中間鏡筒装置４０２は、対物レンズ１９から入射
した平行光束がミラー４３４で反射され、水平移動部４に入射する。
【００９６】
　上述した実施の形態１の変形例４である中間鏡筒装置４０２は、結像レンズを用いるこ
となく構成したので、安価なものにできる。
【００９７】
（実施の形態２）
　実施の形態２である中間鏡筒装置５０２は、上述した実施の形態１である中間鏡筒装置
２の水平移動部４と鉛直移動部５とが連動するようにしたものである。
【００９８】
　まず、図１７～図２０に基づいて、水平移動部と鉛直移動部を連動させるための条件に
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ついて説明する。なお、図１７～図２０は、上述した実施の形態１である中間鏡筒装置２
を装着した顕微鏡を観察者が覗いている状態を示す図であって、図１７は、小柄な観察者
が前かがみ姿勢で覗いている状態を示す図、図１８は、小柄な観察者がのけぞり姿勢で覗
いている状態を示す図、図１９は、大柄な観察者が前かがみ姿勢で覗いている状態を示す
図、図２０は、大柄な観察者がのけぞり姿勢で覗いている状態を示す図である。
【００９９】
　図１７および図１８に示すように、小柄な観察者の前かがみ姿勢とのけぞり姿勢とでは
、顔の傾き、背骨の位置に違いが生じる。しかしながら、前かがみ姿勢における眼の位置
と、のけぞり姿勢における眼の位置は、移動半径ＲＡの円弧上にあることに変わりがない
ことが実験により確認された。
【０１００】
　大柄な観察者は小柄な観察者と身長が異なるため、図１９および図２０に示すように、
椅子の高さを調整して腰掛けることになる。大柄な観察者の観察姿勢においても前かがみ
姿勢とのけぞり姿勢とでは、顔の傾き、背骨の位置に違いが生じる。しかしながら、小柄
の観察者の観察姿勢と同様に、前かがみ姿勢における眼の位置と、のけぞり姿勢における
眼の位置は、移動半径ＲＢの円弧状にあることに変わりがないことが実験により確認され
た。
【０１０１】
　また、小柄な観察者の眼の位置の移動半径ＲＡと、大柄な観察者の眼の位置の移動半径
ＲＢとは、ほぼ同一の半径Ｒであることが実験により確認された。
【０１０２】
　したがって、このことを前提に実施の形態２である中間鏡筒装置５０２は、上述した実
施の形態１である中間鏡筒装置２の水平移動部４と鉛直移動部５とが連動するようにして
いる。
【０１０３】
　図２１は、実施の形態２である中間鏡筒装置の断面図、図２２は、図２１に示した中間
鏡筒装置の断面図、図２３は、図２１に示したカム板の正面図、図２４は水平移動部を手
前側に移動させるとともに、鉛直移動部を上方に移動させた状態を示す中間鏡筒装置の断
面図である。また、実施の形態１である中間鏡筒装置２と同一の構成については、同一の
符号を付して説明を省略する。
【０１０４】
　実施の形態２である中間鏡筒装置５０２は、上述した実施の形態１である中間鏡筒装置
２の水平移動部４と鉛直移動部５とが連動するようにしたものであって、図２１に示すよ
うに、固定部３にカム板５３０が取り付けてあり、図２２に示すように、鉛直移動部５に
カムフォロア５５０が取り付けてある。
【０１０５】
　図２３に示すように、カム板５３０には、カム溝５３１が形成してあり、鉛直移動部５
に取り付けたカムフォロア５５０がカム溝５３１に嵌るようになっている。カム溝５３１
は、水平移動部４を前後方向に移動させた場合に、鉛直移動部５を移動させるものであっ
て、上述した半径Ｒの溝である。
【０１０６】
　上述した実施の形態２である中間鏡筒装置５０２を装着するとともに、中間鏡筒装置５
０２に鏡筒６を装着した顕微鏡によれば、観察者が接眼レンズ６１を覗けば、標本が観察
されることになる。
【０１０７】
　ここで、観察者の要求する位置にアイポイントが位置しない場合には、アイポイントを
調整することになる。
【０１０８】
　観察者がアイポイントを調整する場合には、水平ハンドル４７を手前に引くか、奥側に
押せばよい。水平ハンドル４７を手前側に引けば、水平移動部４が手前側に移動するとと
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もに、カムフォロア５５０がカム溝５３１に案内され、鉛直移動部５が上方に移動する（
図２４参照）。一方、水平ハンドル４７を奥側に押せば、水平移動部４が奥側に移動する
とともに、カムフォロア５５０がカム溝５３１に案内され、鉛直移動部５が下方に移動す
る。つまり、水平ハンドル４７を手前に引くか、奥側に押すかによって固定部３に対する
鉛直移動部５の相対位置が半径Ｒに沿って移動する。
【０１０９】
　上述した実施の形態２である中間鏡筒装置５０２を適用した顕微鏡は、水平ハンドル４
７を手前側に引いたり、押したりすることにより、水平移動部４と鉛直移動部５とを連動
させ、アイポイントを半径Ｒ上で移動させることができる。したがって、実施の形態２で
ある中間鏡筒装置５０２を適用した顕微鏡は、観察者の要求に応じて任意の位置にアイポ
イントを調整できる。また、水平ハンドル４７を移動させるだけで、前後方向と高さ方向
にアイポイントを調整できるので、観察者の負担を軽減できる。
【０１１０】
　なお、上述した実施の形態２である中間鏡筒装置５０２は、カム溝５３１に観察者に共
通する半径Ｒの溝を用いることとしていたが、小柄な観察者用に上述した移動半径ＲＡの
溝を用い、大柄な観察者用に上述した移動半径ＲＢの溝を用いてもよい。この場合には、
観察者の体格に応じてカム板５３０を取り替えることになる。
【０１１１】
（実施の形態２の変形例）
　つぎに、図２５～図２９を参照して、本発明の実施の形態２の変形例である中間鏡筒装
置を説明する。なお、図２５は、本発明の実施の形態２の変形例である中間鏡筒装置の正
面図、図２６は、図２５に示した中間鏡筒装置の断面図、図２７は、図２５のＡ－Ａ方向
からの矢視図、図２８および図２９は、プーリと連動ビスの関係を説明する説明図である
。また、実施の形態１である中間鏡筒装置と同一の構成については、同一の符号を付して
説明を省略する。
【０１１２】
　実施の形態２の変形例である中間鏡筒装置６０２は、上述した実施の形態２である中間
鏡筒装置５０２と同様に、上述した実施の形態１である中間鏡筒装置２の水平移動部４と
鉛直移動部５とが連動するようにしたものである。以下、具体的に説明する。
【０１１３】
　実施の形態２の変形例である中間鏡筒装置６０２は、図２５～図２７に示すように、回
転ハンドル４２の下面同軸上に第一カサ歯車６４１がビス（図示せず）により取り付けて
あり、回転ハンドル４２を回すと、回転ハンドル４２とともに第一カサ歯車６４１が回転
するようになっている。
【０１１４】
　水平移動部４には、第二カサ歯車６４２が回転自在に取り付けてある。第二カサ歯車６
４２は、第一カサ歯車６４１の回転軸と交差する回転軸を有し、第一カサ歯車６４１と噛
合しており、第一カサ歯車６４１が回転すると第二カサ歯車６４２が反対方向に回転する
ようになっている。
【０１１５】
　図２８および図２９に示すように、第二カサ歯車６４２には、連動ビス６４３によって
駆動プーリ６４４が取り付けられるようになっている。連動ビス６４３は、段付のもので
あって、カバー４６に設けた穴４６ａを挿通した工具によって締結操作可能となっている
。また、カバー４６から連動ビス６４３までの長さＡが連動ビス６４３のネジ部の長さＢ
よりも短いために、連動ビス６４３を緩めても、第二カサ歯車６４２から連動ビス６４３
が抜け落ちることがないようになっている。
【０１１６】
　そして、連動ビス６４３を締結操作すると、駆動プーリ６４４は第二カサ歯車６４２に
締結され、一体となって回転することになる。一方、連動ビス６４３を緩めると、駆動プ
ーリ６４４は第二カサ歯車６４２と別体となって、第二カサ歯車６４２が回転しても駆動
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プーリ６４４は回転しない。
【０１１７】
　図２５に示すように、水平移動部４の前面と後面に軸保持部材６４５が取り付けてある
。軸保持部材６４５は、従動プーリ６４６と円筒カム６４７（図２６参照）とが固定され
た軸６４８が支承してあり、従動プーリ６４６が回転すると、円筒カム６４７が回転する
ようになっている。従動プーリ６４６と上述した駆動プーリ６４４との間には、ベルト６
４９が巻回してあり、駆動プーリ６４４を回転させると、従動プーリ６４６が回転するよ
うになっている。また、円筒カム６４７には、カム溝（図示せず）が形成してあり、固定
部３に取り付けたカムフォロア６３１がカム溝に嵌るようになっている。そして、従動プ
ーリ６４６が回転することにより、円筒カム６４７が回転すると、円筒カム６４７がカム
フォロア６３１に案内されて、水平移動部４が前後方向に移動するようになっている。
【０１１８】
　上述した実施の形態２の変形例である中間鏡筒装置６０２を装着するとともに、中間鏡
筒装置６０２に鏡筒６を装着した顕微鏡を使用する場合には、まず、アイポイントを調整
する。
【０１１９】
　アイポイントを調整する場合には、まず、カバー４６に設けた穴４６ａに工具を挿通さ
せて、連動ビス６４３を緩める。すると、駆動プーリ６４４は第二カサ歯車６４２と別体
となって、第二カサ歯車６４２が回転しても駆動プーリ６４４が回転しないようになる。
【０１２０】
　つぎに、回転ハンドル４２を回すことにより、高さ方向にアイポイントを調整する。す
なわち、回転ハンドル４２を回すことにより、ネジ４４を上昇させれば、アイポイントが
上昇し、ネジ４４を下降させれば、アイポイントが下降する。このとき、第一カサ歯車６
４１、第二カサ歯車６４２は、回転ハンドル４２とともに回転することになるが、駆動プ
ーリ６４４が回転しないので、水平移動部４が連動して移動することはない。その後、水
平移動部４を移動させることにより、前後方向にアイポイントを調整する。
【０１２１】
　このように、アイポイントを調整した後、カバー４６に設けた穴４６ａに工具を挿通さ
せて、連動ビス６４３を締結操作すれば、水平移動部４と鉛直移動部５とが連動するよう
になる。すなわち、回転ハンドル４２を回せば、ネジ４４が昇降することにより、鉛直移
動部５が昇降するとともに、第一カサ歯車６４１、第二カサ歯車６４２、駆動プーリ６４
４、従動プーリ６４６、円筒カム６４７が回転することにより、円筒カム６４７がカムフ
ォロア６３１に案内されて、水平移動部４が前後方向に移動する。
【０１２２】
　このように、鉛直移動部５と水平移動部４とが連動することにより、移動するアイポイ
ントの移動軌跡は、上述した半径Ｒの円弧に合致する。
【０１２３】
　なお、鉛直移動部５と水平移動部４とを別々に移動させた場合には、上述したようにカ
バー４６に設けた穴４６ａに工具を挿通させて、連動ビス６４３を緩めればよい。連動ビ
ス６４３を緩めると、駆動プーリ６４４は第二カサ歯車６４２と別体となって、第二カサ
歯車６４２が回転しても駆動プーリ６４４が回転しないようになるので、鉛直移動部５と
水平移動部４とが別々に移動するようになる。
【０１２４】
　上述した実施の形態２の変形例である中間鏡筒装置６０２を適用した顕微鏡は、回転ハ
ンドル４２を回せば、水平移動部４と鉛直移動部５とが連動し、アイポイントを半径Ｒ上
で移動させることができる。したがって、実施の形態２の変形例である中間鏡筒装置６０
２を適用した顕微鏡は、観察者の要求に応じて任意の位置にアイポイントを調整できる。
また、回転ハンドル４２を回すだけで、高さ方向と前後方向にアイポイントを調整できる
ので、観察者の負担を軽減できる。
【０１２５】
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　また、連動ビス６４３を緩めれば、鉛直移動部５と水平移動部４とが別々に移動するよ
うになるので、自由に位置にアイポイントを調整することもできる。
【０１２６】
（実施の形態３）
　図３０は、本発明の実施の形態３である鏡筒装置を適用した顕微鏡を示す概略図（側面
図）である。図３０に示すように、顕微鏡は、顕微鏡本体７０１と、顕微鏡本体７０１に
装着された本発明の実施の形態３である鏡筒装置７０７とを備えている。
【０１２７】
　顕微鏡本体７０１は、水平方向に延在するベース部７０１ａと、ベース部７０１ａの後
部から鉛直方向に延在する胴部７０１ｂと、胴部７０１ｂの上部から水平方向前方に延在
するアーム部７０１ｃとを有し、側面視コの字状を呈している。
【０１２８】
　胴部７０１ｂの前面には、保持台７１１が取り付けてある。保持台７１１には、ステー
ジ７１２が昇降可能に取り付けてある。ステージ７１２は、上面が平坦であって、標本が
入っているスライドガラスＳが載置できるようになっている。また、ステージ７１２には
、スライドガラスＳが落下しない程度の大きさの開口（透孔）（図示せず）が設けてあり
、照明光が通過するようになっている。そして、ステージ７１２は、保持台７１１に案内
され、上面が水平を維持した状態で昇降するようになっている。
【０１２９】
　また、顕微鏡本体７０１の右側面であって、ベース部７０１ａと胴部７０１ｂとが交差
する部位には、焦準ハンドル７１３が回転操作可能に取り付けてある。焦準ハンドル７１
３は、ステージ７１２を昇降させるためのもので、焦準ハンドル７１３とステージ７１２
とは顕微鏡本体７０１に内蔵されたラックアンドピニオン機構（図示せず）により接続さ
れている。したがって、焦準ハンドル７１３を回転操作すると、ラックアンドピニオン機
構を介してステージ７１２が昇降するようになっている。
【０１３０】
　ベース部７０１ａの後部には、ランプハウス７１４が取り付けてある。ランプハウス７
１４には、光源７１５が内蔵してあり、光源７１５からベース部７０１ａの前方部に向け
て光が出射するようになっている。また、ベース部７０１ａの前方部内部には、ミラー７
１６が配設してあり、ベース部７０１ａの前方部上面には、コンデンサ７１７が配設して
ある。ミラー７１６は、光源７１５から出射された光の進行方向を９０度変えるためのも
ので、進行方向が変えられた光は、コンデンサ７１７および開口を通ってステージ７１２
に載置された標本に照射されるようになっている。したがって、これら、ランプハウス７
１４（光源７１５）、ミラー７１６およびコンデンサ７１７は、照明光学系を構成するこ
とになる。
【０１３１】
　アーム部７０１ｃの先端下面には、レボルバ７１８が回転可能に取り付けてある。レボ
ルバ７１８は、対物レンズ７１９を切り換えるためのもので、複数の対物レンズ７１９が
装着可能となっており、レボルバ７１８を回転させることにより、倍率等が異なる対物レ
ンズ７１９が選択的に光軸上に配置されるようになっている。そして、対物レンズ７１９
を通過した光束（観察像）は、平行光束となるようになっている。
【０１３２】
　アーム部７０１ｃの先端上面には、本発明の実施の形態３である鏡筒装置７０７が着脱
可能に装着されている。本発明に実施の形態３である鏡筒装置７０７は、中間鏡筒７０２
と鏡筒７０６とを備えており、標本から出射した観察像は、上述した対物レンズ７１９を
通った後、中間鏡筒７０２、鏡筒７０６を通って、結像するようになっている。
【０１３３】
　図３１は、本発明の実施の形態３である鏡筒装置を構成する中間鏡筒の正面図、図３２
は、本発明の実施の形態３である鏡筒装置の断面図である。図３２に示すように、中間鏡
筒は、固定部７０３、水平移動部７０４、鉛直移動部７０５を有している。固定部７０３
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は、顕微鏡本体７０１（アーム部７０１ｃの先端上面（台座））に装着される部分であり
、水平方向後方（図３２において右方）に延在した後、上方に延在している。
【０１３４】
　固定部７０３の手前側下面（図３２において左側下面）には、オス丸アリ７０３ａが設
けてある。オス丸アリ７０３ａは、顕微鏡本体７０１（アーム部７０１ｃの先端上面（台
座））に中間鏡筒７０２（固定部７０３）を装着するためのもので、アーム部７０１ｃの
先端に設けられたメス丸アリ（図示せず）に嵌め込まれ、装着されている（図３０参照）
。そして、装着されたオス丸アリ７０３ａは、図示せぬビスで固定されている。
【０１３５】
　図３２に示すように、固定部７０３には、鉛直方向（図３２において上下方向）に延在
する第一光路７０３ｂ１と、第一光路７０３ｂ１と交差し水平方向後方（図３２において
右方向）に延在する第二光路７０３ｂ２と、第二光路７０３ｂ２と交差し鉛直方向（図３
２において上下方向）に延在する第三光路７０３ｂ３と、第三光路７０３ｂ３と交差し第
二光路７０３ｂ２と平行（図３２において左右方向）に延在する第四光路７０３ｂ４とが
形成してある。
【０１３６】
　図３２に示すように、第一光路７０３ｂ１の入射側端部には、結像レンズ７３１を収容
部７０３ｃが形成してある。収容部７０３ｃは、第一光路７０３ｂ１の光路径よりも大径
であって、収容部７０３ｃと第一光路７０３ｂ１との境界部分には段差が形成される。そ
して、収容部７０３ｃには、結像レンズ（第一リレーレンズ）３１が収容され、接着剤に
より、固定してある。
【０１３７】
　第一光路７０３ｂ１と第二光路７０３ｂ２とが交差する部位には、反射光学系を構成す
るミラー（反射部材）７３２が配設され、接着剤により、固定してある。ミラー７３２は
、第一光路７０３ｂ１から入射した光束の進行方向を９０度変え、第二光路７０３ｂ２（
水平方向）に折り返すようになっており、折り返された光束は、第二光路７０３ｂ２のほ
ぼ中央となる結像位置Ｐで結像されるようになっている。
【０１３８】
　また、第二光路７０３ｂ２と第三光路７０３ｂ３とが交差する部位には、反射光学系を
構成するミラー７３３（反射部材）が配設され、接着剤により、固定してある。ミラー７
３３は、第二光路７０３ｂ２から入射した光束の進行方向を９０度変え、第三光路７０３
ｂ３（鉛直方向）に折り返すようになっている。
【０１３９】
　第三光路７０３ｂ３と第四光路７０３ｂ４とが交差する部位には、反射光学系を構成す
るミラー（反射部材）７３４が配設され、接着剤により、固定してある。ミラー７３４は
、第三光路７０３ｂ３から入射した光束の進行方向を９０度変え、第四光路７０３ｂ４（
第二光路７０３ｂ２と平行）に折り返すようになっている。
【０１４０】
　第四光路７０３ｂ４の出射側端部には、結像レンズ７３５を収容する収容部７０３ｄが
形成してある。収容部７０３ｄは、第四光路７０３ｂ４の光路径よりも大径であって、収
容部７０３ｄと第四光路７０３ｂ４との境界部分には段差が形成される。そして、収容部
７０３ｄには、結像レンズ（第二リレーレンズ）７３５が収容され、接着剤により、固定
してある。そして、結像レンズ７３５を通過した光束は、再び、平行光束となるようにな
っている。
【０１４１】
　また、固定部７０３の水平方向後方に延在する部位の上面には、正面視台形となる凹部
を構成するメスアリ（ガイド部材）７３６がビス（図示せず）により固定してある。メス
アリ７３６は、結合レンズ７３５を挟み込むように、固定部７０３の前端部から固定部７
０３の後端部まで延在しており、固定部７０３の外形（幅）を拡げることなく、後述する
オスアリ７０４ａとの噛み合い長さを確保するようになっている。
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【０１４２】
　図３２に示すように、固定部７０３は、カバー７３７によって囲繞してある。カバー７
３７は、固定部７０３の上部から水平移動部７０４に向けて水平方向に延在しており、水
平移動部７０４が前方に移動した場合であっても、固定部７０３と水平移動部７０４との
間にホコリが進入しないようになっている。
【０１４３】
　水平移動部７０４は、固定部７０３に水平移動可能に装着される部分であり、水平方向
前方（図３２において左方）に延在している。水平移動部の後側下面（図３２において右
側下面）には、正面視台形となる凸部を構成するオスアリ（被ガイド部材）７０４ａが形
成してある。オスアリ７０４ａは、固定部７０３に固定されたメスアリ７３６に嵌り、水
平移動部７０４は、水平方向（前後方向）に摺動し、移動するようになっている。オスア
リ７０４ａは、上述したメスアリ７３６との噛み合い長さを確保するように、水平移動部
７０４の中程から水平移動部７０４の後端部まで延在している。
【０１４４】
　水平移動部７０４には、水平方向（図３２において左右方向）に延在する第五光路７０
４ｂ５と、第五光路７０４ｂ５と交差し鉛直方向（図３２において上下方向）に延在する
第六光路７０４ｂ６とが形成してある。第五光路７０４ｂ５と第六光路７０４ｂ６とが交
差する部位には、ミラー（反射部材）７４１が配設され、接着剤により、固定してある。
ミラー７４１は、第五光路７０４ｂ５から入射した光束の進行方向を変え、第六光路７０
４ｂ６（垂直方向）に折り返すようになっており、折り返された光束は、垂直方向に対し
てγ（たとえば５°）だけ手前に傾いて鉛直移動部７０５に入射するようになっている。
【０１４５】
　図３３は、水平移動部に形成されたメスアリと昇降移動部に固定されたオスアリとの関
係を示す模式図（平面図）である。図３３に示すように、水平移動部７０４の前部中央に
は、上下方向に延在するメスアリ（ガイド部）７０４ｃが形成してある。メスアリ７０４
ｃは、垂直方向に対してγ（たとえば５°）だけ手前に傾くように形成してあり、後述す
るオスアリ７５１が摺動可能に収容されるようになっている。また、図３２に示すように
、メスアリ７０４ｃの前方には、メスアリ７０４ｃと平行にラック収容部７０４ｄが形成
してある。ラック収容部７０４ｄは、後述するラックギア７５２を収容する収容空間であ
って、ラックギア７５２が昇降可能に収容されるようになっている。
【０１４６】
　ラック収容部７０４ｄの前方には、ラック収容部７０４ｄに収容されたラックギア７５
２に噛合するピニオンギア７４２が回転可能に取り付けてあり、ピニオンギア７４２と同
一軸上であって、水平移動部７０４の外部に設けられた回転ハンドル（図示せず）によっ
て回転するようになっている。なお、回転ハンドルには、皿ワッシャ、波ワッシャなどに
より構成された重さ出し機構（図示せず）が設けてあり、鉛直移動部７０５、鏡筒７０６
、接眼レンズ７９０の自重によって鉛直移動部７０５が下降しないようになっている。
【０１４７】
　また、図３１および図３２に示すように、水平移動部７０４の前部は、カバー７４３に
よって覆ってあり、ホコリの進入を阻止するようになっている。
【０１４８】
　図３１に示すように、水平移動部７０４の左側面には、水平ハンドル７４４が設けてあ
る。水平ハンドル７４４は、水平移動部７０４を前後方向に移動させるためのもので、水
平ハンドル７４４を手前側に引くと水平移動部７０４が手前側に移動し、水平ハンドル７
４４を奥側に押すと水平移動部７０４が奥側に移動するようになっている。
【０１４９】
　図３１および図３２に示すように、鉛直移動部７０５は、水平移動部７０４に昇降可能
に装着される部分であり、板状を呈している。また、図３２に示すように、鉛直移動部７
０５には、オスアリ（被ガイド部材）７５１が固定してある。図３３に示すように、オス
アリ７５１は、水平移動部７０４に形成されたメスアリ７０４ｃに摺動可能に嵌っており
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、鉛直移動部７０５は上下方向に昇降するようになっている。また、図３２および図３３
に示すように、オスアリ７５１にはラックギア７５２が固定してあり、オスアリ７５１と
ラックギア７５２とは一体となって昇降するようになっている。ラックギア７５２には、
上述したピニオンギア７４２が噛合しており、上述した回転ハンドルを回すことにより、
ピニオンギア７４２を回転させると、ラックギア７５２が昇降し、鉛直移動部７０５を昇
降させるようになっている。
【０１５０】
　図３２に示すように、鉛直移動部７０５には垂直方向（図３２において上下方向）に延
在する第七光路７０５ａ７が形成してある。第七光路７０５ａ７の出射側端部となる延長
移動部の上面（鏡筒取付面）（台座）には、メス丸アリ７０５ｂが設けてある。このメス
丸アリ７０５ｂは、上述したアーム部７０１ｃの先端に設けられたメス丸アリと同一の寸
法で形成されており、鏡筒７０６が装着可能となっている。
【０１５１】
　図３２に示すように、鉛直移動部７０５は、カバー７５３によって囲繞してある。この
カバー７５３は、鉛直移動部７０５を移動させた場合であっても、水平移動部７０４と鉛
直移動部７０５との間にホコリが進入しないようになっている。
【０１５２】
　図３２に示すように、鏡筒７０６は、俯角の調整が可能なチルティング鏡筒であって、
鏡筒本体７６０、回転移動部７７０、チルトミラー７８０を有している。鏡筒本体７６０
は、中間鏡筒７０２に装着される部分であり、略直方体形状を呈している。鏡筒本体７６
０の下面には、オス丸アリ７６０ａが設けてある。オス丸アリ７６０ａは、中間鏡筒７０
２（鉛直移動部７０５の上面）に鏡筒７０６を装着するためのもので、上述した固定部７
０３の下面に設けられたオス丸アリ７０３ａと同一の寸法で形成されており、鉛直移動部
７０５の上面に設けられたメス丸アリ７０５ｂに嵌め込まれ、装着されている。そして、
装着されたオス丸アリ７６０ａは、図示せぬビスで固定されている。
【０１５３】
　鏡筒本体７６０には、結合レンズ７６１、反射光学系を構成するミラー７６２（反射部
材）が取り付けてあり、上述した鉛直移動部７０５から結合レンズ７６１に入射した光束
は、ミラー７６２で反射されるようになっている。
【０１５４】
　図３２に示すように、回転移動部７７０は、鏡筒本体７６０に回転可能に取り付けてあ
る。本発明の実施の形態３にかかる鏡筒７０６は、鉛直移動部７０５の上面（鏡筒取付面
）（台座）に対して０°～３０°の範囲で回転させることができるようになっている。な
お、本発明の実施の形態である鏡筒装置７０６は、鉛直移動部７０５が手前にγだけ傾い
て取り付けられているので、γが５°とすれば、回転移動部７７０は―５°～２５°の範
囲で回転させることができることになる。
【０１５５】
　回転移動部７７０は、左右一対となる筒状の接眼レンズ保持部７７１を有しており、接
眼レンズ保持部７７１の開口端部には、それぞれ接眼レンズ７９０が装着されるようにな
っている。
【０１５６】
　図３２に示すように、チルトミラー（反射部材）７８０は、回転移動部７７０の回転軸
に取り付けてあり、回転移動部７７０と連動し、回転移動部７７０の回転角度の二分の一
だけ回転するようになっている。そして、ミラー７６２で反射した光束は、チルトミラー
７８０でさらに反射され、接眼レンズ７９０に到達するようになっている。
【０１５７】
　上述した実施の形態３である鏡筒装置７０７を顕微鏡本体７０１に装着した顕微鏡によ
れば、観察者が接眼レンズ７９０を覗けば、標本が観察されることになる。ここで、観察
者の要求する位置にアイポイントが位置しない場合には、アイポイントを調整することに
なる。
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【０１５８】
　観察者に対して前後方向にアイポイントを調整したい場合には、水平ハンドル７４４を
手前側に引くか、奥側に押せばよい。図３４に示すように、水平ハンドル７４４を手前側
に引けば、水平移動部７０４と鉛直移動部７０５とが手前側に移動し、図３２に示すよう
に、水平ハンドル７４４を奥側に押せば、水平移動部７０４と鉛直移動部７０５とが奥側
に移動するので、水平移動部７０４と鉛直移動部７０５とを前後方向任意の位置に調整す
ることができる。
【０１５９】
　一方、高さ方向にアイポイントを調整したい場合には、回転ハンドルを回すことにより
、ピニオンギア７４２を回転させればよい。ピニオンギア７４２が回転すると、ラックギ
ア７５２が昇降し、鉛直移動部を昇降させるので、図３２および図３４に示すように、ア
イポイントを高さ方向任意の位置に調整することができる。
【０１６０】
　他方、俯角を調整したしたい場合には、接眼レンズ保持部７７１をつかみ、回転移動部
７７０を回転させればよい。図３２おいて反時計方向に回転移動部を回転させれば俯角は
大きくなり、時計方向に回転移動部を回転させれば俯角（仰角）は小さくなるので、俯角
（仰角）を任意に調整することができる。
【０１６１】
　このように、アイポイントと俯角とを調整した後、焦準ハンドル７１３を用いて焦準（
ピント合わせ）することになる。なお、焦準ハンドル７１３を用いて、焦準（ピント合わ
せ）した後、アイポイントと俯角とを調整してもよい。
【０１６２】
　上述した実施の形態３である鏡筒装置７０７を適用した顕微鏡は、水平ハンドル７４４
を手前側に引いたり、押したりすることにより、水平移動部７０４と鉛直移動部７０５と
を移動させれば、アイポイントを前後方向任意の位置に調整することができ、回転ハンド
ルを回すことにより、鉛直移動部７０５を昇降させれば、アイポイントを高さ方向任意の
位置に調整できる。また、接眼レンズ保持部７７１をつかみ回転移動部７７０を回転させ
れば、俯角を任意の角度に調整することができる。したがって、実施の形態３である鏡筒
装置７０７を適用した顕微鏡は、観察者の要求に応じて任意の位置にアイポイントを調整
でき、任意の俯角に調整できる。
【０１６３】
　また、水平移動部７０４に形成されたオスアリ７０４ａは固定部７０３に固定されたメ
スアリ７３６に嵌り、水平移動部７０４は水平方向に移動するようになっているので、水
平移動部７０４は、結合レンズ７３５を通過した光束の光軸に沿って移動することになる
。すなわち、水平移動部７０４の移動方向と結合レンズ７３５を通過した光束の光軸とは
一致することになり、心ズレが発生することがない。
【０１６４】
　また、メスアリ７３６は、結合レンズ７３５を挟み込むように、固定部７０３の前端部
から固定部７０３の後端部まで延在しており、オスアリ７０４ａは、メスアリ７３６との
噛み合い長さを確保するように、水平移動部７０４の中程から水平移動部７０４の後端部
まで延在しているので、ガイド剛性が高く、ガイドガタなどの問題が抑制できる。
【０１６５】
　また、鉛直移動部７０５に固定されたオスアリ７５１は水平移動部７０４に形成された
メスアリ７０４ｃに嵌り、鉛直移動部７０５は上下方向に移動するようになっているので
、鉛直移動部７０５は、ミラー７４１で反射された光束の光軸に沿って移動することにな
る。すなわち、鉛直移動部７０５の移動方向とミラーで反射された光束の光軸とは一致す
ることになり、心ズレが発生することがない。なお、鉛直移動部７０５の移動方向は、手
前側に傾いているが、アイポイントの調整に支承を及ぼすことはない。
【０１６６】
　また、鏡筒７０６の重心は、ピニオンギア７４２と近接した位置にあるため、鉛直移動
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部７０５の昇降時においても鏡筒７０６の自重によるピニオンギア７４２周りのモーメン
トの影響が小さくて済む。さらに、ピニオンギア７４２周りのモーメントによりアイポイ
ントが移動したとしても、接眼レンズ保持部７７１をつかみ、回転移動部７７０を回転さ
せればアイポイントを調整できる。
【０１６７】
　また、俯角を－５°～２５°の範囲で調整できるようにしたので、視線移動が少ない場
合に観察者が疲れにくいとされている０°近傍に俯角を調整することができる。
【０１６８】
　上述した実施の形態３である鏡筒装置７０７は、鉛直移動部７０５の傾きγを５°とす
る場合について説明したが、鉛直移動部７０５の傾きを１５°程度まで傾けてもよい。
【０１６９】
　また、鉛直移動部７０５の傾きγを５°、回転移動部７７０の回転範囲を０°～３０°
とし、俯角の調整範囲を－５°～２５°としたが、傾きγ、回転範囲を任意に設定できる
。たとえば、鉛直移動部７０５の傾きγを８°、回転移動部７７０の回転範囲を５°～３
５°とすれば、俯角の調整範囲は、―３°～２７°となる。
【０１７０】
（実施の形態３の変形例）
　つぎに、図３５～図３７を参照して、本発明の実施の形態３の変形例である鏡筒装置を
説明する。なお、図３５は、本発明の実施の形態３の変形例である鏡筒装置を示す図、図
３６は着座観察用の鏡筒を示す図、図３７は起立観察用の鏡筒を示す図である。
【０１７１】
　上述した実施の形態３である鏡筒装置は、中間鏡筒７０２に着座観察用の鏡筒７０６を
装着することを前提としている。図３６に示すように、着座観察用の鏡筒７０６は、回転
移動部７７０の回転範囲θを０°～３０°としている。これに対して、起立観察用の鏡筒
７０６は、回転移動部７７０の回転範囲θ１を１０°～４０°とし、観察者のかがむ量が
少なくなるようにしている。
【０１７２】
　実施の形態３の変形例である鏡筒装置７０７は、この起立観察用の鏡筒７０６を用いた
ものであって、中間鏡筒７０２の鉛直移動部７０５の傾きγが１５°となるように構成し
ている。この鏡筒装置７０７によれば、鉛直移動部７０５の傾きγが１５°、回転移動部
７７０の回転範囲θ１が１０～４０°となるので、俯角の調整範囲は、―５°～２５°と
なる。
【０１７３】
　実施の形態３の変形例である鏡筒装置によれば、既存の起立観察用の鏡筒７０６を用い
ることができる。
【０１７４】
（実施の形態４）
　上述した実施の形態３である鏡筒装置は、中間鏡筒７０２と鏡筒７０６とを備えるもの
としたが、図３８に示すように、鏡筒装置７０７が取り付けられる顕微鏡本体７０１のア
ーム先端の上面（台座）をε（たとえば、５°）だけ傾けて形成し、回転移動部７７０を
鏡筒本体７６０に回転可能に取り付けた鏡筒７０６を直接取り付けるものとしてもよい。
このように、顕微鏡本体に鏡筒７０６を直接取り付けた顕微鏡において、たとえば、台座
の傾きεが５°、回転移動部７７０の回転範囲が０°～３０°である場合には、俯角が－
５°～２５°の範囲で調整できる。
【符号の説明】
【０１７５】
　１　　顕微鏡本体
　２　　中間鏡筒装置
　３　　固定部
　３ａ　　オス丸アリ
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　３ｂ１　　第一光路
　３ｂ２　　第二光路
　３ｂ３　　第三光路
　３ｂ４　　第四光路
　３ｃ　　収容部
　３ｄ　　収容部
　３１　　結像レンズ
　３２，３３，３４　　ミラー
　３５　　結像レンズ
　３６　　メスアリ
　３７　　カバー
　４　　水平移動部
　４ａ　　オスアリ
　４ｂ５　　第五光路
　４ｂ６　　第六光路
　４ｃ　　ネジ穴
　４ｄ　　摺動穴
　４１　　ミラー
　４２　　回転ハンドル
　４３　　ワッシャ
　４４　　ネジ
　４４ａ　　溝
　４５　　ビス
　４６　　カバー
　４７　　水平ハンドル
　５　　鉛直移動部
　５ａ　　収容凹部
　５ｂ　　ザグリ穴
　５ｃ７　　第七光路
　５ｄ　　メス丸アリ
　５１　　ガイド棒
　５２　　段付ネジ
　５３　　カバー
　６　　鏡筒
　６１　　接眼レンズ
　１０２　　中間鏡筒装置
　１０４　　水平移動部
　１０５　　鉛直移動部
　１４１，１４２，１４３，１４４　　リンク棒
　１４５，１４６　　軸
　１４７　　回転ハンドル
　１４７ａ　　移動ネジ
　２０２　　中間鏡筒装置
　２０４　　水平移動部
　２０４ｃ　　ラック収容部
　２０５　　鉛直移動部
　２４２　　回転ハンドル
　２４３　　ピニオンギア
　２４４　　ラックギア
　３０２　　中間鏡筒装置
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　３０３　　固定部
　３ｂ２ａ　　Ａ光路
　３ｂ２ｂ　　Ｂ光路
　３ｂ２ｃ　　Ｃ光路
　３２Ａ，３２Ｂ，３３Ａ，３３Ｂ　　ミラー
　４０２　　中間鏡筒装置
　４０３　　固定部
　４３４　　ミラー
　５０２　　中間鏡筒装置
　５３０　　カム板
　５３１　　カム溝
　５５０　　カムフォロア
　６０２　　中間鏡筒装置
　６３１　　カムフォロア
　６４１　　第一カサ歯車
　６４２　　第二カサ歯車
　６４３　　連動ビス
　６４４　　駆動プーリ
　６４５　　軸保持部材
　６４６　　従動プーリ
　６４７　　円筒カム
　６４８　　軸
　６４９　　ベルト
　７０１　　顕微鏡本体
　７０１ｃ　　アーム部
　７１６　　ミラー
　７１７　　コンデンサ
　７１８　　レボルバ
　７１９　　対物レンズ
　７０２　　中間鏡筒
　７０３　　固定部
　７０３ａ　　オス丸アリ
　７０３ｃ　　収容部
　７０３ｄ　　収容部
　７０３ｂ１　　第一光路
　７０３ｂ２　　第二光路
　７０３ｂ３　　第三光路
　７０３ｂ４　　第四光路
　７０３ｃ　　収容部
　７０３ｄ　　収容部
　７３１　　結像レンズ
　７３２　　ミラー
　７３３　　ミラー
　７３４　　ミラー
　７３５　　結像レンズ
　７３６　　メスアリ
　７３７　　カバー
　７０４　　水平移動部
　７０４ａ　　オスアリ
　７０４ｂ５　　第五光路
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　７０４ｂ６　　第六光路
　７０４ｃ　　メスアリ
　７０４ｄ　　ラック収容部
　７４１　　ミラー
　７４２　　ピニオンギア
　７４３　　カバー
　７４４　　水平ハンドル
　７０５　　鉛直移動部
　７０５ａ７　　第七光路
　７０５ｂ　　メス丸アリ
　７５１　　オスアリ
　７５２　　ラックギア
　７５３　　カバー
　７０６　　鏡筒
　７６０ａ　　オス丸アリ
　７６０　　鏡筒本体
　７６１　　結合レンズ
　７６２　　ミラー
　７７０　　回転移動部
　７７１　　接眼レンズ保持部
　７８０　　チルトミラー
　７９０　　接眼レンズ
　７０７　　鏡筒装置
　Ｐ　　結像位置
　Ｓ　　スライドガラス
【図１】 【図２】



(26) JP 5330194 B2 2013.10.30

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】 【図８】

【図９】



(27) JP 5330194 B2 2013.10.30

【図１０】 【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】



(28) JP 5330194 B2 2013.10.30

【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】

【図２１】 【図２２】

【図２３】



(29) JP 5330194 B2 2013.10.30

【図２４】 【図２５】

【図２６】

【図２７】

【図２８】

【図２９】



(30) JP 5330194 B2 2013.10.30

【図３０】 【図３１】

【図３２】 【図３３】

【図３４】



(31) JP 5330194 B2 2013.10.30

【図３５】

【図３６】

【図３７】

【図３８】

【図３９】

【図４０】



(32) JP 5330194 B2 2013.10.30

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００２－３０３７９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１０－０１０４３２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０２Ｂ　　２１／００　　　　
              Ｇ０２Ｂ　　　７／０２　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

